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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】垂直ブランキング期間が設けられた行順次走査
方式において、表示ムラが抑制された表示装置を提供す
る。
【解決手段】複数の画素が行列状に配置され、行順次走
査するシーケンスにより駆動される表示装置１は、可変
電圧を出力する可変電圧源５０と、可変電圧源５０と複
数の画素とを接続し可変電圧を参照電圧として複数の画
素に伝達する参照電源線６０とを備え、画素は、有機Ｅ
Ｌ素子と、第１電極が参照電圧に設定される容量素子と
、容量素子の保持電圧に応じた電流を有機ＥＬ素子に流
す駆動トランジスタとを備え、可変電圧源５０は、参照
電源線６０上の参照電圧を計測することにより垂直ブラ
ンキング期間の駆動タイミングに応じて発生し得る参照
電圧の変動を相殺する可変電圧を出力する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素が行列状に配置された表示部を有し、行順次走査するシーケンスにより駆動
される表示装置であって、
　前記表示装置は、
　前記表示部に向けて可変電圧を出力する可変電圧源と、
　前記可変電圧源と前記複数の画素とを電気的に接続し、前記可変電圧を参照電圧として
前記複数の画素に伝達する参照電源線とを備え、
　前記複数の画素のそれぞれは、
　電流が流れることにより発光する発光素子と、
　第１電極が前記参照電圧に設定される容量素子と、
　前記容量素子に保持された電圧に応じた電流を前記発光素子に流す駆動トランジスタと
を備え、
　前記表示装置は、さらに、
　垂直ブランキング期間の駆動タイミングに応じて発生し得る前記参照電圧の変動を相殺
する前記可変電圧を前記可変電圧源から出力させる制御部を備える
　表示装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
　前記参照電源線の前記参照電圧を計測する計測部を備え、
　前記可変電圧源は、前記計測部で計測された前記参照電圧に基づいて調整した前記可変
電圧を出力する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示装置は、外部から入力された映像信号に対応した電圧を前記容量素子に保持さ
せ、
　前記制御部は、
　前記映像信号及び前記垂直ブランキング期間の駆動タイミングを予め取得し、前記映像
信号及び前記駆動タイミングに基づいて、前記参照電圧の変動タイミング及び変動期間と
、前記可変電圧の出力値を演算する演算部を備え、
　前記可変電圧源は、前記演算部で演算された前記変動タイミング及び前記変動期間と、
前記可変電圧の出力値とに基づいて調整した前記可変電圧を出力する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示装置は、外部から入力された映像信号に対応した電圧を前記容量素子に保持さ
せ、
　前記制御部は、
　予め取得された映像信号と出荷時に設定された駆動タイミングに基づいて演算された前
記参照電圧の変動タイミング及び変動期間とを保存したメモリと、
　前記メモリに保存された前記映像信号に基づいて、前記可変電圧の出力値を演算する電
圧演算部とを備え、
　前記可変電圧源は、前記電圧演算部で演算された前記可変電圧の出力値と、前記メモリ
に保存された前記変動タイミング及び前記変動期間とに基づいて調整した前記可変電圧を
出力する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記表示装置は、外部から入力された映像信号に対応した電圧を前記容量素子に保持さ
せ、
　前記制御部は、
　出荷時に設定された映像信号に基づいて演算された前記可変電圧の出力値と、出荷時に
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設定された駆動タイミングに基づいて演算された前記参照電圧の変動タイミング及び変動
期間を保存したメモリを備え、
　前記可変電圧源は、前記メモリに保存された前記可変電圧の出力値と、前記変動タイミ
ング及び前記変動期間とに基づいて調整した前記可変電圧を出力する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記複数の画素のそれぞれは、さらに、
　前記参照電源線と前記第１電極との導通及び非導通を切り換える第１スイッチ素子を備
え、
　前記演算部は、表示領域内において、前記第１スイッチ素子が行順次に導通状態となり
前記容量素子に前記参照電源線から前記参照電圧が充電されている行数が、前記垂直ブラ
ンキング期間により変動するタイミング及び期間を予め演算する
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記表示装置は、さらに、
　前記駆動トランジスタのドレイン電極に駆動電位を供給するための駆動電源線と、
　画素列に対応して配置された複数のデータ線とを備え、
　複数の画素のそれぞれは、さらに、
　前記参照電源線と前記第１電極との導通及び非導通を切り換える第１スイッチ素子と、
　前記駆動電源線と前記ドレイン電極との導通及び非導通を切り換える第２スイッチ素子
と、
　前記データ線と前記第１電極との導通及び非導通を切り換える第３スイッチ素子とを備
え、
　前記制御部は、
　前記第１スイッチ素子を行順次に導通状態とすることにより、前記容量素子に前記参照
電源線から前記参照電圧を行順次に充電することで前記容量素子を行順次に初期化する初
期化期間と、
　前記第１スイッチ素子を導通状態としたままで前記第２スイッチ素子を行順次に導通状
態とすることにより、前記容量素子に前記駆動トランジスタの閾値電圧を行順次に検出さ
せ保持させる閾値電圧検出期間と、
　前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子を非導通状態としたままで前記第３ス
イッチ素子を行順次に導通状態とすることにより、前記データ線からデータ信号電圧を前
記複数の画素に行順次に書き込む書込み期間と、
　前記第１スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子を非導通状態としたままで前記第２ス
イッチ素子を行順次に導通状態とすることにより、前記複数の画素を行順次に発光させる
発光期間とを設定し、
　前記初期化期間が前記垂直ブランキング期間を含むことで前記容量素子に前記参照電源
線から前記参照電圧が充電されている行数が、前記垂直ブランキング期間により変動する
ことにより発生し得る前記参照電圧の変動を相殺する前記可変電圧を前記可変電圧源から
出力させる
　請求項１～５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記発光素子は、有機ＥＬ素子である
　請求項１～７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　電流が流れることにより発光する発光素子、第１電極が参照電圧に設定される容量素子
、及び当該容量素子に保持された電圧に応じた前記電流を前記発光素子に流す駆動素子を
備えた画素が行列状に配置された表示部と、当該表示部に向けて可変電圧を出力する可変
電圧源と、当該可変電圧源と前記複数の画素とを電気的に接続し前記可変電圧を前記参照
電圧として前記複数の画素に伝達する参照電源線とを備えた表示装置の駆動方法であって
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、
　前記第１電極に前記参照電圧を、行順次に設定する参照電圧設定ステップと、
　垂直ブランキング期間の駆動タイミングに応じて発生し得る前記参照電圧の変動を相殺
する前記可変電圧を前記可変電圧源から出力させる可変電圧出力ステップとを含む
　表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記可変電圧出力ステップは、
　前記参照電源線の前記参照電圧を計測する計測ステップと、
　前記可変電圧を、前記計測ステップで計測された前記参照電圧に基づいて調整する調整
ステップとを含む
　請求項９に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記可変電圧出力ステップは、
　外部から入力された映像信号及び前記垂直ブランキング期間の駆動タイミングに基づい
て、予め前記参照電圧の変動タイミング及び変動期間と、前記可変電圧の出力値を演算す
る演算ステップと、
　前記可変電圧を、前記演算ステップで演算された前記変動タイミング及び前記変動期間
に基づいて調整する調整ステップとを含む
　請求項９に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記可変電圧出力ステップは、
　外部から入力された前記映像信号に基づいて、前記可変電圧の出力値を演算する演算ス
テップと、
　出荷時に設定された駆動タイミングに基づいて演算された前記参照電圧の変動タイミン
グ及び変動期間をメモリから読出す読出しステップと、
　前記可変電圧を、前記演算ステップで演算された前記可変電圧の出力値と、前記読出し
ステップで読出された前記変動タイミング及び前記変動期間とに基づいて調整する調整ス
テップとを含む
　請求項９に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記可変電圧出力ステップは、
　出荷時に設定された映像信号に基づいて演算された前記可変電圧の出力値と、出荷時に
設定された駆動タイミングに基づいて演算された前記参照電圧の変動タイミング及び変動
期間とをメモリから読出す読出しステップと、
　前記可変電圧を、前記読出しステップで読み出された前記可変電圧の出力値と、前記変
動タイミング及び前記変動期間とに基づいて調整する調整ステップとを含む
　請求項９に記載の表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及びその駆動方法に関し、特に、有機ＥＬ素子に代表される電流駆
動型発光素子を用いたアクティブマトリクス型表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、表示パネルに配置された有機ＥＬ素子の輝度は、当該素子に供給される駆動電
流に比例して大きくなる。よって、特に、アクティブマトリクス型の有機ＥＬディスプレ
イでは、表示パネルの大型化にともない、有機ＥＬ発光素子に電流供給するための電源線
の局所的な電圧変動、ならびに、有機ＥＬ発光素子及び駆動トランジスタの特性ばらつき
により表示ムラが顕著となり、表示品質を低下させてしまう。
【０００３】
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　特許文献１では、このような表示ムラを抑制すべく、ブランキング期間に有機ＥＬ発光
素子のカソード電流を検出し、当該検出電流に基づいて高速かつ高精度な補正をする有機
ＥＬ表示装置が開示されている。これにより、装置出荷後においても表示ばらつきの補正
が可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１２９１８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　アクティブマトリクス型の有機ＥＬ発光装置では、行列状に配置された各画素は、駆動
トランジスタ及び有機ＥＬ素子のほか、継続発光のためデータ信号電圧を保持する容量素
子を有している。これらの画素回路要素を用いたアクティブマトリクス型の駆動シーケン
スとして、１フレーム期間内に、例えば、容量素子の初期化期間、駆動トランジスタの閾
値電圧検出期間、信号電圧書込み期間、及び、発光期間が設けられる。これらのうち、初
期化期間では、駆動トランジスタや有機ＥＬ素子の特性ばらつきによる表示ムラを抑制す
べく、容量素子に接続された参照電源から容量素子を初期充電することにより、当該容量
素子の電圧が初期化される。その後、書込み期間では、初期化電圧、閾値電圧検出期間で
検出された閾値電圧、及び信号電圧が合成されて容量素子に書き込まれる。そして、発光
期間では、合成された電圧に基づいて、有機ＥＬ発光素子が発光する。
【０００６】
　しかしながら、上記駆動シーケンスが行順次走査方式であるプログレッシブ方式にて実
現される場合、上記初期化電圧が安定しないという問題が発生する。プログレッシブ方式
では、走査最終行から走査開始行へ走査を戻す時間を確保する垂直ブランキング期間が、
上記駆動シーケンスに設けられた４つの期間のいずれかに含まれることになる。特に、垂
直ブランキング期間が初期化期間に含まれるケースでは、初期化期間に相当する初期化走
査行数のうち、所定の行数が垂直ブランキング行（仮想行）で占められることとなる。こ
のケースでは、垂直ブランキング行の分だけ参照電源から容量素子への充電が行われる画
素数が減るため、参照電源から供給される充電電流が減少し、参照電源線の電圧降下量が
ずれることとなる。その結果、特定の画素行において正確な合成電圧に基づいて発光され
ず、横筋ノイズなどの表示ムラが発生することとなる。
【０００７】
　本発明は上述の問題に鑑みてなされたものであり、垂直ブランキング期間が設けられた
行順次走査方式において、表示ムラが抑制された表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様に係る表示装置は、複数の画素が行列状
に配置された表示部を有し、行順次走査するシーケンスにより駆動される表示装置であっ
て、前記表示装置は、前記表示部に向けて可変電圧を出力する可変電圧源と、前記可変電
圧源と前記複数の画素とを電気的に接続し、前記可変電圧を参照電圧として前記複数の画
素に伝達する参照電源線とを備え、前記複数の画素のそれぞれは、電流が流れることによ
り発光する発光素子と、第１電極が前記参照電圧に設定される容量素子と、前記容量素子
に保持された電圧に応じた電流を前記発光素子に流す駆動トランジスタとを備え、前記表
示装置は、さらに、垂直ブランキング期間の駆動タイミングに応じて発生し得る前記参照
電圧の変動を相殺する前記可変電圧を前記可変電圧源から出力させる制御部を備えること
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、垂直ブランキング期間の挿入タイミングにより容量素子を充電する行
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数（充電電流負荷）が変動しても、参照電源線の電圧を安定させることが可能となる。よ
って、垂直ブランキング期間が設けられた行順次走査方式において、表示ムラを抑制する
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１Ａ】有機ＥＬ発光パネルのプログレッシブ駆動方式を説明する動作遷移図である。
【図１Ｂ】時刻Ｔにおける有機ＥＬ発光パネルの静止画像状態を表す図である。
【図２Ａ】初期化期間内にブランキング行を走査する場合の動作遷移図及び有機ＥＬ発光
パネルの静止画像状態を表す図である。
【図２Ｂ】Ｖｔｈ検出期間内にブランキング行を走査する場合の動作遷移図及び有機ＥＬ
発光パネルの静止画像状態を表す図である。
【図２Ｃ】発光期間内にブランキング行を走査する場合の動作遷移図及び有機ＥＬ発光パ
ネルの静止画像状態を表す図である。
【図３Ａ】有機ＥＬ発光パネルの画素回路構成の一例を示す図である。
【図３Ｂ】有機ＥＬ発光パネルの画素回路の動作タイミングチャートの一例である。
【図４Ａ】初期化期間以外の期間内にブランキング行を走査する場合の参照電源線の電圧
降下状態を説明する図である。
【図４Ｂ】初期化期間内にブランキング行を走査する場合の参照電源線の電圧降下状態を
説明する図である。
【図５Ａ】参照電源線の電圧が４．０Ｖである画素における書き込み状態を説明する図で
ある。
【図５Ｂ】参照電源線の電圧が４．２Ｖである画素における書き込み状態を説明する図で
ある。
【図６】表示パネルの参照電圧の時間変化及び表示ムラを有する画像を表す図である。
【図７】実施の形態１に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図８】実施の形態１に係る表示装置の駆動方法を説明する動作フローチャートである。
【図９】実施の形態１に係る表示装置の駆動方法を説明するタイミングチャートである。
【図１０】実施の形態２に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１１】実施の形態２に係る表示装置の駆動方法を説明する動作フローチャートである
。
【図１２Ａ】走査時刻と静止画像状態との関係を表す図である。
【図１２Ｂ】参照電圧の制御タイミングを示す図である。
【図１３】実施の形態２の変形例１に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１４】実施の形態２の変形例２に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１５】実施の形態１または２に係る表示装置を内蔵した薄型フラットＴＶの外観図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　（本発明の基礎となった知見）
　本発明者は、「背景技術」の欄において記載したアクティブマトリクス型の有機ＥＬデ
ィスプレイに関し、以下の問題が生じることを見出した。以下、図面を用いて本問題につ
いて説明する。
【００１２】
　図１Ａは、有機ＥＬ発光パネルのプログレッシブ駆動方式を説明する動作遷移図である
。同図において、横軸は時間を表し、縦軸は画素行（表示行）を表す。同図では、複数の
画素が行列状に配置された表示パネルにおいて、初期化動作、Ｖｔｈ（閾値電圧）検出動
作、書込み動作、及び発光動作が行順次に実行されていることが示されている。ここでは
、表示パネルの行数を、例えば、２１６０行としている。
【００１３】
　また、図１Ａには、さらに、ブランキング行なる仮想行（２１６１行～２２５３行）が
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示されている。これは、ゲートドライバが走査最終行（第２１６０行）から走査開始行（
第１行）へ走査を戻す時間を確保する垂直ブランキング期間に相当するものであり、当該
垂直ブランキング期間を、当該期間に相当する走査行数で表したものである。
【００１４】
　図１Ｂは、時刻Ｔにおける有機ＥＬ発光パネルの静止画像状態を表す図である。同図に
は、図１Ａに示された動作遷移図の時刻Ｔにおける表示パネルの静止画像状態が表されて
いる。図１Ｂに示すように、表示パネルの全走査行数は、例えば、ブランキング行を含め
た２２５３行（２１６０行＋仮想９３行）と設定される。上記２２５３行の内訳は、例え
ば、発光期間である走査行数が１６９０行（１水平走査期間を１Ｈと記し、以降、１６９
０Ｈと記すことがある）、書込み期間である走査行数が１行、Ｖｔｈ検出期間である走査
行数が４００行、初期化期間である走査行数が１６２行である。また、上記４期間の走査
行数割り当てとは独立に、上記２２５３行のうち９３行（仮想行）がブランキング行とし
て割り当てられる。以下、図２Ａ～図２Ｃに、上記４期間とブランキング期間とが重複す
る態様について説明する。
【００１５】
　図２Ａは、初期化期間内にブランキング行を走査する場合の動作遷移図及び有機ＥＬ発
光パネルの静止画像状態を表す図である。また、図２Ｂは、Ｖｔｈ検出期間内にブランキ
ング行を走査する場合の動作遷移図及び有機ＥＬ発光パネルの静止画像状態を表す図であ
る。図２Ｃは、発光期間内にブランキング行を走査する場合の動作遷移図及び有機ＥＬ発
光パネルの静止画像状態を表す図である。
【００１６】
　図２Ａの右側には、状態遷移図中の時刻Ｔ１における表示パネルの静止画像状態が表さ
れている。この場合には、初期化走査行１６２行のうち９３行がブランキング期間に割り
当てられることとなり、初期化が行われている行数は実質的に６９行分となる。
【００１７】
　図２Ｂの右側には、状態遷移図中の時刻Ｔ２における表示パネルの静止画像状態が表さ
れている。この場合には、Ｖｔｈ検出走査行４００行のうち９３行がブランキング期間に
割り当てられることとなり、初期化が行われている行数は変動せず１６２行分である。
【００１８】
　図２Ｃの右側には、状態遷移図中の時刻Ｔ３における表示パネルの静止画像状態が表さ
れている。この場合には、発光行１６９０行のうち９３行がブランキング期間に割り当て
られることとなり、初期化が行われている行数は変動せず１６２行分である。
【００１９】
　つまり、初期化期間中の行数に着目した場合、上記４期間とブランキング期間との関係
により、ある一定の期間において、初期化を実行する走査行数が変動する。
【００２０】
　以下、初期化期間が実質的に変動した場合の問題について説明するため、有機ＥＬ発光
素子を有する画素回路について例示する。
【００２１】
　図３Ａは、有機ＥＬ発光パネルの画素回路構成の一例を示す図である。また、図３Ｂは
、有機ＥＬ発光パネルの画素回路の動作タイミングチャートの一例である。図３Ａには、
有機ＥＬ発光パネル上に行列状に配置された複数の画素のうちの一画素における回路が示
されている。画素２００は、有機ＥＬ素子２０１と、駆動トランジスタ２０２と、スイッ
チ２０３～２０６と、容量素子２１０とを備える。また、画素２００には、参照電源線６
０と、ＥＬアノード電源線８１（Ｖｔｆｔ）と、ＥＬカソード電源線８２（Ｖｅｌ）と、
初期化電源線９３（Ｖｉｎｉ）と、走査線９１と、参照電圧制御線９２と、初期化制御線
９４と、発光制御線９６と、データ線９５とが配線されている。
【００２２】
　次に、図３Ｂに示す画素回路の駆動方法について説明を行う。図３Ｂにおいて、横軸は
時間を表している。また、縦軸方向には、表示パネルを構成する画素のうち対応する行の
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画素２００に対する初期化制御線９４、参照電圧制御線９２、発光制御線９６、走査線９
１、及びデータ線９５に発生する電圧の波形図が示されている。
【００２３】
　上記駆動方法は、画素２００の上記構成により期間ａから期間ｊを実施することで実現
される。
【００２４】
　［期間ａ］
　期間ａでは、スイッチ２０６のみを導通状態として、駆動トランジスタ２０２のソース
電位を安定させる（駆動トランジスタ２０２のソース電位を初期化電圧Ｖｉｎｉに設定す
る）。
【００２５】
　［期間ｂ］
　期間ｂでは、後続する期間ｄにおいて駆動トランジスタ２０２の閾値電圧検出を行うべ
くドレイン電流を流すのに必要な電圧を、予め容量素子２１０の第１電極及び駆動トラン
ジスタ２０２のゲートに印加する。具体的には、参照電圧制御線９２の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させてスイッチ２０４を導通状態とする。これにより、参照電源線
６０の参照電圧Ｖｒｅｆが、容量素子２１０に充電される。
【００２６】
　なお、期間ｂは、容量素子の第１電極及び第２電極の電位が所定電位になるまでの長さ
（時間）に設定される。これにより、駆動トランジスタ２０２のゲート－ソース間電圧は
、閾値電圧検出動作を行うのに必要な初期ドレイン電流を確保できる電圧に設定される。
【００２７】
　［期間ｃ］
　期間ｃは、スイッチ２０５及び２０６が同時に導通状態となる期間を排除するための期
間である。後続する期間ｄではスイッチ２０５を導通状態とするが、仮にこのときスイッ
チ２０６が導通状態であれば、スイッチ２０５、駆動トランジスタ２０２及びスイッチ２
０６を介して、ＥＬアノード電源線８１と初期化電源線９３との間に貫通電流が流れてし
まう。これに対して、期間ｃの設定により、スイッチ２０５が導通状態のときにはスイッ
チ２０６は非導通状態となっているので、Ｖｔｈ検出期間の最初において上記貫通電流が
流れるのを防止することができる。
【００２８】
　期間ａ～ｃは、駆動トランジスタ２０２のＶｔｈ検出期間においてドレイン電流を流す
のに必要な電圧を容量素子２１０に充電する初期化期間である。
【００２９】
　［期間ｄ］
　期間ｄでは、駆動トランジスタ２０２の閾値電圧が容量素子２１０にて検出される。具
体的には、走査線９１及び初期化制御線９４の電圧レベルをＬＯＷ、ならびに、参照電圧
制御線９２の電圧レベルをＨＩＧＨに維持し、発光制御線９６の電圧レベルをＬＯＷから
ＨＩＧＨに変化させる。すなわち、スイッチ２０３及び２０６をオフ状態とし、スイッチ
２０４及び２０５をオン状態とする。
【００３０】
　このとき、初期化期間での電圧設定により有機ＥＬ素子２０１には電流が流れない状態
でドレイン電流が流れ、駆動トランジスタ２０２のソース電位が変化する。言い換えると
、ＥＬアノード電源線８１の電圧Ｖｔｆｔにより供給されるドレイン電流が０となるまで
駆動トランジスタ２０２のソース電位は変化する。このように、駆動トランジスタ２０２
の閾値電圧検出動作が開始される。
【００３１】
　そして、期間ｄの終了時には、容量素子２１０の第１電極と第２電極との電位差（駆動
トランジスタ２０２のゲート－ソース間電圧）は、駆動トランジスタ２０２の閾値電圧Ｖ
ｔｈに相当する電位差となっている。
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【００３２】
　［期間ｅ］
　期間ｅでは、閾値電圧検出動作が終了する。具体的には、発光制御線９６の電圧レベル
をＨＩＧＨからＬＯＷに変化させる。すなわち、スイッチ２０３及び２０６はオフ状態、
ならびにスイッチ２０４はオン状態に維持されつつ、スイッチ２０５をオフ状態とする。
これにより、ドレイン電流の供給が停止され、閾値電圧検出動作が完了する。
【００３３】
　［期間ｆ］
　期間ｆは、スイッチ２０４をオフ状態にすることで、後続する書込み期間においてデー
タ線９５供給されるデータ信号電圧と参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆとが同時に容量
素子２１０の第１電極に印加されるのを防止するための期間である。具体的には、初期化
制御線９４、発光制御線９６及び走査線９１の電圧レベルをＬＯＷに維持しつつ、参照電
圧制御線９２の電圧レベルをＨＩＧＨからＬＯＷに変化させる。すなわち、スイッチ２０
３～２０６を、全てオフ状態とする。
【００３４】
　［期間ｇ］
　期間ｇでは、スイッチ２０３をオン状態にすることで、書込み動作の準備がなされる。
具体的には、走査線９１の電圧レベルをＬＯＷからＨＩＧＨへと変化させる。
【００３５】
　［期間ｈ］
　期間ｈは、データ線９５から表示階調に応じた映像信号電圧（データ信号電圧）を画素
２００に取り込み、容量素子２１０に書き込む書込み期間である。具体的には、データ線
９５及びスイッチ２０３を介してデータ信号電圧が容量素子２１０の第１電極に印加され
る。これにより、容量素子２１０には、Ｖｔｈ検出期間で保持された駆動トランジスタ２
０２の閾値電圧Ｖｔｈに加えて、データ信号電圧と参照電圧Ｖｒｅｆとの電圧差が、（容
量２１１の静電容量）／（容量２１１の静電容量＋容量素子２１０の静電容量）倍されて
、記憶（保持）される。なお、容量２１１は、有機ＥＬ素子２０１が有する寄生容量であ
る。ここで、スイッチ２０５が非導通状態にあるため、駆動トランジスタ２０２はドレイ
ン電流を流さない。
【００３６】
　大画面化による画素数の増加に伴い、各画素に映像信号を書き込む期間（水平走査期間
）は短くなる。一方、大画面化に伴い走査線９１の時定数が増加するため、水平走査期間
の短縮とあわせて、データ信号電圧を画素２００に書き込むことが難しくなる。そこで、
走査線９１の波形なまりがあっても、正確なデータ信号電圧を、データ線９５を介して書
き込むことができるよう期間ｇが設けられている。つまり、データ信号電圧がデータ線９
５に印加される前に、走査線９１の立ち上がりを完了させスイッチ２０３が完全にオン状
態となるようにしている。また、期間ｈの終了時には、走査線９１の電位を通常のＬＯＷ
レベルよりも低く設定することにより走査線９１の立ち下がりを迅速に完了させている。
【００３７】
　これにより、走査線９１の負荷（配線時定数）が大きく、立ち上がり及び立ち下がりに
時間がかかるような大画面、高画素数の表示パネルであっても確実に書き込むことができ
る。
【００３８】
　［期間ｉ］
　期間ｉは、発光期間である。具体的には、走査線９１、参照電圧制御線９２及び初期化
制御線９４の電圧レベルをＬＯＷに維持しつつ、発光制御線９６の電圧レベルをＬＯＷか
らＨＩＧＨに変化させる。すなわち、スイッチ２０３、２０４及び２０６をオフ状態に維
持しつつ、スイッチ２０５をオン状態とする。
【００３９】
　このように、スイッチ２０５をオン状態とすることで、容量素子２１０に蓄えられた電
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圧に応じて有機ＥＬ素子２０１に電流を供給し発光させることができる。
【００４０】
　以上の期間ａ～ｊは、初期化期間、Ｖｔｈ検出期間、書込み期間、及び発光期間で構成
される。このうち、上述したように、初期化期間に含まれる期間ｂにおいて、参照電源線
６０の参照電圧Ｖｒｅｆが容量素子２１０に充電される。
【００４１】
　しかしながら、ブランキング期間が初期化期間に含まれた場合、上記参照電圧Ｖｒｅｆ
が安定しない。以下、初期化走査行数の変動により生じる問題ついて、図４Ａ～図６を用
いて説明する。
【００４２】
　図４Ａは、初期化期間以外の期間内にブランキング行を走査する場合の参照電源線の電
圧降下状態を説明する図である。また、図４Ｂは、初期化期間内にブランキング行を走査
する場合の参照電源線の電圧降下状態を説明する図である。図４Ａ及び図４Ｂにおいて、
左側には、有機ＥＬ表示パネルを含む表示装置の構成が示されている。参照電源線６０は
、各画素に対応して配置されるとともに、表示パネルの周囲に引き出され、互いに束ねら
れて電気的に接続されている。なお、図４Ａ及び図４Ｂでは、参照電源線６０はリング状
に配置されているが、これに限られない。例えば、参照電源線６０は、表示パネルの左右
各辺の外周であって当該各辺と平行にプリント基板を用いて分離配置されていてもよい。
また、表示装置は、参照電圧Ｖｒｅｆを供給するための参照電源を有している。ここで、
参照電源線６０は、大画面となるほど配線が長くなるため配線抵抗が大きくなることから
、参照電源と表示パネルに配置された参照電源線６０とは、等価抵抗Ｒｒｅｆを介して接
続されていると見なすことができる。例えば、上記期間ｂにおける充電期間において、図
４Ａ及び図４Ｂの右側に示されるように、所定の期間に充電電流が流れると、表示パネル
の参照電源線６０では、配線途中の等価抵抗Ｒｒｅｆにより電圧降下が生じる。ここで、
参照電源が４．４Ｖの電源電圧を出力すると仮定すると、図４Ａに示されたケースにおい
ては、初期化期間に該当する１６２行に対して充電電流が供給され、それに応じた電圧降
下が発生し、表示パネルの参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆは４．０Ｖとなる。一方、
図４Ｂに示されたケースでは、初期化期間に該当する６９行に対して充電電流が供給され
るので、図４Ａのケースより参照電源線に流れる電流が小さく、電圧降下量が小さいため
、表示パネルの参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆは４．２Ｖとなる。
【００４３】
　つまり、垂直ブランキング期間が初期化期間以外に含まれている場合には、有機ＥＬ表
示パネルに配置された参照電源線６０の電圧及び参照電圧Ｖｒｅｆは４．０Ｖであるが、
ブランキング期間が初期化期間に含まれている場合には、当該参照電源線６０の電圧及び
参照電圧Ｖｒｅｆは４．２Ｖとなる。つまり、ブランキング期間が初期化期間に含まれて
いる場合には、表示パネルに配置された参照電源線６０及び参照電圧Ｖｒｅｆが４．０Ｖ
から４．２Ｖへと変動してしまう。なお、ブランキング期間の一部が初期化期間に含まれ
ている場合には、当該参照電源線６０の電圧及び参照電圧Ｖｒｅｆは４．０～４．２Ｖの
間の電圧となる。以下、参照電源線６０及び参照電圧Ｖｒｅｆが変動した状態で、書込み
動作及び発光動作が実行された場合の問題について説明する。
【００４４】
　図５Ａは、参照電源線の電圧が４．０Ｖである画素における書き込み状態を説明する図
である。また、図５Ｂは、参照電源線の電圧が４．２Ｖである画素における書き込み状態
を説明する図である。
【００４５】
　図５Ａに示された画素では、初期化期間以外の期間にブランキング行が走査されたこと
により、書き込み時（Ｖｔｈ検出期間終了時）において参照電源線の電圧降下量が４．０
Ｖとなっている。ここで、Ｖｔｈ検出期間では閾値電圧Ｖｔｈ（Ｖ）が検出され、データ
信号電圧が９（Ｖ）であるとする。この場合、書込み期間において、蓄電素子の第１電極
には、（データ信号電圧９（Ｖ）－Ｖｒｅｆ４（Ｖ））＝５（Ｖ）が印加される。ここで
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、容量素子２１０の静電容量をＣ２１０、容量２１１の静電容量をＣ２１１とすると、デ
ータ信号電圧に対応した、容量素子２１０に保持される電圧は、５（Ｖ）×（Ｃ２１１／
（Ｃ２１１＋Ｃ２１０））となる。これに容量素子２１０で保持されたＶｔｈ（Ｖ）が加
算された電圧｛５×（Ｃ２１１／（Ｃ２１１＋Ｃ２１０））＋Ｖｔｈ｝（Ｖ）が、書込み
電圧Ｖｃとなる。
【００４６】
　一方、図５Ｂに示された画素では、初期化期間にブランキング行が走査されたことによ
り、書き込み時（Ｖｔｈ検出期間終了時）において参照電源線の電圧降下量が４．２Ｖと
なっている。この場合、図５Ａの画素と同様に、閾値電圧はＶｔｈ（Ｖ）であり、データ
信号電圧は９（Ｖ）であるとすると、書込み期間において、蓄電素子の第１電極には、（
データ信号電圧９（Ｖ）－Ｖｒｅｆ４．２（Ｖ））＝４．８（Ｖ）が印加される。このと
き、データ信号電圧に対応した、容量素子２１０に保持される電圧は、４．８（Ｖ）×（
Ｃ２１１／（Ｃ２１１＋Ｃ２１０））となる。これに容量素子２１０で保持されたＶｔｈ
（Ｖ）が加算された電圧｛４．８×（Ｃ２１１／（Ｃ２１１＋Ｃ２１０））＋Ｖｔｈ｝（
Ｖ）が、書込み電圧Ｖｃとなる。
【００４７】
　つまり、ブランキング期間が初期化期間に含まれることにより、書込み期間の開始時（
Ｖｔｈ検出期間終了時）において参照電圧Ｖｒｅｆが４．０Ｖから４．２Ｖへと変動して
いる画素は、参照電圧Ｖｒｅｆが変動していない画素に対して、データ信号電圧及び閾値
電圧が等しい場合であっても、容量素子２１０への書込み電圧が｛０．２Ｖ×（Ｃ２１１

／（Ｃ２１１＋Ｃ２１０））｝小さくなる。
【００４８】
　図６は、表示パネルの参照電圧の時間変化及び表示ムラを有する画像を表す図である。
同図の左側には、初期化期間にブランキング行を走査した場合における参照電圧の変動が
表されている。また同図の右側には、参照電圧Ｖｒｅｆが４．２Ｖへと変動している状態
で書込み期間が開始された（Ｖｔｈ検出期間が終了した）特定の画素群に横筋ノイズが発
生している画像を表している。
【００４９】
　上述したように、垂直ブランキング期間が設けられたプログレッシブ駆動を実行する有
機ＥＬ表示装置では、行順次走査と垂直ブランキング走査とのタイミングにより、表示パ
ネルの電源線負荷が変動する。これにより、表示ムラが発生するという問題を有する。
【００５０】
　このような問題を解決するために、本発明の一態様に係る表示装置は、複数の画素が行
列状に配置された表示部を有し、行順次走査するシーケンスにより駆動される表示装置で
あって、前記表示装置は、前記表示部に向けて可変電圧を出力する可変電圧源と、前記可
変電圧源と前記複数の画素とを電気的に接続し、前記可変電圧を参照電圧として前記複数
の画素に伝達する参照電源線とを備え、前記複数の画素のそれぞれは、電流が流れること
により発光する発光素子と、第１電極が前記参照電圧に設定される容量素子と、前記容量
素子に保持された電圧に応じた電流を前記発光素子に流す駆動トランジスタとを備え、前
記表示装置は、さらに、垂直ブランキング期間の駆動タイミングに応じて発生し得る前記
参照電圧の変動を相殺する前記可変電圧を前記可変電圧源から出力させる制御部を備える
ことを特徴とする。
【００５１】
　本態様によれば、垂直ブランキング期間により容量素子を充電する行数（充電電流負荷
）が変動しても、参照電源線の電圧を安定させることが可能となる。よって、垂直ブラン
キング期間が設けられた行順次走査方式においても、表示ムラを抑制することが可能とな
る。
【００５２】
　また、例えば、前記制御部は、前記参照電源線の前記参照電圧を計測する計測部を備え
、前記可変電圧源は、前記計測部で計測された前記参照電圧に基づいて調整した前記可変
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電圧を出力してもよい。
【００５３】
　これにより、参照電源線の参照電圧が常に一定となるように、参照電源線に参照電圧計
測点が設けられ、当該計測点にて計測された参照電圧値が可変電圧源にフィードバックさ
れる。よって、参照電圧を変動させず、参照電源線の電圧を安定させることが可能となる
。
【００５４】
　また、例えば、前記表示装置は、外部から入力された映像信号に対応した電圧を前記容
量素子に保持させ、前記制御部は、前記映像信号及び前記垂直ブランキング期間の駆動タ
イミングを予め取得し、前記映像信号及び前記駆動タイミングに基づいて、前記参照電圧
の変動タイミング及び変動期間と、前記可変電圧の出力値を演算する演算部を備え、前記
可変電圧源は、前記演算部で演算された前記変動タイミング及び前記変動期間と、前記可
変電圧の出力値とに基づいて調整した前記可変電圧を出力してもよい。
【００５５】
　また、例えば、前記表示装置は、外部から入力された映像信号に対応した電圧を前記容
量素子に保持させ、前記制御部は、予め取得された映像信号と出荷時に設定された駆動タ
イミングに基づいて演算された前記参照電圧の変動タイミング及び変動期間とを保存した
メモリと、前記メモリに保存された前記映像信号に基づいて、前記可変電圧の出力値を演
算する電圧演算部とを備え、前記可変電圧源は、前記電圧演算部で演算された前記可変電
圧の出力値と、前記メモリに保存された前記変動タイミング及び前記変動期間とに基づい
て調整した前記可変電圧を出力してもよい。
【００５６】
　また、例えば、前記表示装置は、外部から入力された映像信号に対応した電圧を前記容
量素子に保持させ、前記制御部は、出荷時に設定された映像信号に基づいて演算された前
記可変電圧の出力値と、出荷時に設定された駆動タイミングに基づいて演算された前記参
照電圧の変動タイミング及び変動期間を保存したメモリを備え、前記可変電圧源は、前記
メモリに保存された前記可変電圧の出力値と、前記変動タイミング及び前記変動期間とに
基づいて調整した前記可変電圧を出力してもよい。
【００５７】
　また、例えば、前記複数の画素のそれぞれは、さらに、前記参照電源線と前記第１電極
との導通及び非導通を切り換える第１スイッチ素子を備え、前記演算部は、表示領域内に
おいて、前記第１スイッチ素子が行順次に導通状態となり前記容量素子に前記参照電源線
から前記参照電圧が充電されている行数が、前記垂直ブランキング期間により変動するタ
イミング及び期間を予め演算してもよい。
【００５８】
　これにより、参照電源線の参照電圧が常に一定となるように、映像信号及び垂直ブラン
キング期間の駆動タイミングを予め取得して、参照電圧Ｖｒｅｆの変動タイミング及び変
動期間と可変電圧の出力値が予め演算される。そして、演算された参照電圧Ｖｒｅｆの変
動タイミング及び変動期間と可変電圧の出力値とに基づいて参照電圧Ｖｒｅｆが調整され
ることにより、参照電源線の電圧を安定させることが可能となる。
【００５９】
　また、例えば、前記表示装置は、さらに、前記駆動トランジスタのドレイン電極に駆動
電位を供給するための駆動電源線と、画素列に対応して配置された複数のデータ線とを備
え、複数の画素のそれぞれは、さらに、前記参照電源線と前記第１電極との導通及び非導
通を切り換える第１スイッチ素子と、前記駆動電源線と前記ドレイン電極との導通及び非
導通を切り換える第２スイッチ素子と、前記データ線と前記第１電極との導通及び非導通
を切り換える第３スイッチ素子とを備え、前記制御部は、前記第１スイッチ素子を行順次
に導通状態とすることにより、前記容量素子に前記参照電源線から前記参照電圧を行順次
に充電することで前記容量素子を行順次に初期化する初期化期間と、前記第１スイッチ素
子を導通状態としたままで前記第２スイッチ素子を行順次に導通状態とすることにより、
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前記容量素子に前記駆動トランジスタの閾値電圧を行順次に検出させ保持させる閾値電圧
検出期間と、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子を非導通状態としたままで
前記第３スイッチ素子を行順次に導通状態とすることにより、前記データ線からデータ信
号電圧を前記複数の画素に行順次に書き込む書込み期間と、前記第１スイッチ素子及び前
記第３スイッチ素子を非導通状態としたままで前記第２スイッチ素子を行順次に導通状態
とすることにより、前記複数の画素を行順次に発光させる発光期間とを設定し、前記初期
化期間が前記垂直ブランキング期間を含むことで前記容量素子に前記参照電源線から前記
参照電圧が充電されている行数が、前記垂直ブランキング期間により変動することにより
発生し得る前記参照電圧の変動を相殺する前記可変電圧を前記可変電圧源から出力させて
もよい。
【００６０】
　これにより、初期化期間がブランキング期間を含むことで初期化期間における容量素子
を充電する行数（充電電流負荷）が変動しても、参照電源線の電圧を安定させることが可
能となる。よって、垂直ブランキング期間が設けられた行順次走査方式においても、表示
ムラを抑制することが可能となる。
【００６１】
　また、例えば、前記発光素子は、有機ＥＬ素子であってもよい。
【００６２】
　これにより、有機ＥＬ素子を有する画素の輝度ばらつきを抑制できる。
【００６３】
　また、本発明は、このような特徴的な手段を備える表示装置として実現することができ
るだけでなく、表示装置に含まれる特徴的な手段をステップとする表示装置の駆動方法と
して実現することができる。
【００６４】
　以下、適宜図面を参照しながら、実施の形態を詳細に説明する。但し、必要以上に詳細
な説明は省略する場合がある。例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一
の構成に対する重複説明を省略する場合がある。
【００６５】
　なお、発明者らは、当業者が本開示を十分に理解するために添付図面および以下の説明
を提供するのであって、これらによって特許請求の範囲に記載の主題を限定することを意
図するものではない。
【００６６】
　（実施の形態１）
　以下、実施の形態１に係る表示装置及びその駆動方法について、図面を参照しながら説
明する。
【００６７】
　［１．表示装置の構成］
　図７は、実施の形態１に係る表示装置の構成を示すブロック図である。同図に示す表示
装置１は、制御回路１０と、有機ＥＬ表示部２０と、走査線駆動回路３０と、データ線駆
動回路４０と、可変電圧源５０と、参照電源線６０とを備える。
【００６８】
　制御回路１０は、外部から入力された映像信号に基づいて、走査線駆動回路３０及びデ
ータ線駆動回路４０のそれぞれに、駆動タイミングを指示する制御信号を出力する。また
、制御回路１０は、後述する初期化期間、閾値電圧検出期間、書込み期間、及び発光期間
を設定する制御部である。
【００６９】
　有機ＥＬ表示部２０は、複数の画素が行列状に配置された表示領域であり、例えば、画
素は、図３Ａに示された画素２００である。画素２００は、有機ＥＬ素子２０１と、駆動
トランジスタ２０２と、スイッチ２０３～２０６と、容量素子２１０とを備える。また、
有機ＥＬ表示部２０には、参照電源線６０と、ＥＬアノード電源線８１（Ｖｔｆｔ）と、
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ＥＬカソード電源線８２（Ｖｅｌ）と、初期化電源線９３（Ｖｉｎｉ）と、画素行ごとに
配置された走査線９１、参照電圧制御線９２、発光制御線９６及び初期化制御線９４と、
画素列ごとに配置されたデータ線９５とを備える。
【００７０】
　有機ＥＬ素子２０１は、発光素子の一例であり、駆動トランジスタ２０２の駆動電流に
より発光する。有機ＥＬ素子２０１は、カソードがＥＬカソード電源線８２に接続され、
アノードが駆動トランジスタ２０２のソースに接続されている。
【００７１】
　駆動トランジスタ２０２は、有機ＥＬ素子２０１への電流の供給を制御する電圧駆動の
駆動素子である。駆動トランジスタ２０２は、ゲートが容量素子２１０の第１電極と接続
され、ソースが容量素子２１０の第２電極及び有機ＥＬ素子２０１のアノードに接続され
ている。駆動トランジスタ２０２は、スイッチ２０４がオフ状態及びスイッチ２０５がオ
ン状態である場合に、データ信号電圧に応じた電流である駆動電流を有機ＥＬ素子２０１
に流すことにより有機ＥＬ素子２０１を発光させる。ここで、ＥＬアノード電源線８１に
供給されている電圧Ｖｔｆｔは、例えば２０Ｖである。また、駆動トランジスタ２０２は
、スイッチ２０４がオフ状態及びスイッチ２０５がオフ状態である場合に、駆動電流を有
機ＥＬ素子２０１に流さないことで有機ＥＬ素子２０１を発光させない。さらに、駆動ト
ランジスタ２０２の閾値電圧は、スイッチ２０４がオン状態、スイッチ２０３がオフ状態
、スイッチ２０６がオフ状態、及びスイッチ２０５がオン状態である間に、容量素子２１
０にて検出される。
【００７２】
　容量素子２１０は、駆動トランジスタ２０２に流す電流量を決める電圧を保持する。容
量素子２１０の第１電極は、駆動トランジスタ２０２のゲートに接続され、さらに、参照
電源線６０（Ｖｒｅｆ）とスイッチ２０４を介して接続されている。これにより、容量素
子２１０の第１電極は参照電圧に設定される。容量素子２１０は、例えば、スイッチ２０
４がオフ状態となった後も、印加された参照電圧Ｖｒｅｆを維持し、継続して駆動トラン
ジスタ２０２のゲートにその参照電圧Ｖｒｅｆを供給する。また、容量素子２１０は、ス
イッチ２０３がオン状態となった場合に、データ信号電圧が印加され、スイッチ２０３が
オフ状態になった後、そのデータ信号電圧を保持する。そして、スイッチ２０５がオン状
態となった後の駆動トランジスタ２０２に駆動電流を供給させる。
【００７３】
　スイッチ２０３は、データ信号電圧を供給するためのデータ線９５と容量素子２１０の
第１電極との導通及び非導通を切り換える第３スイッチ素子であり、例えばＮＭＯＳトラ
ンジスタである。
【００７４】
　スイッチ２０４は、参照電圧Ｖｒｅｆを供給する参照電源線６０と容量素子２１０の第
１電極との導通及び非導通を切り換える第１スイッチ素子であり、例えばＮＭＯＳトラン
ジスタである。
【００７５】
　スイッチ２０６は、容量素子２１０の第２電極と初期化電源線９３との導通及び非導通
を切り換えるスイッチングトランジスタであり、容量素子２１０の第２電極に対して初期
化電圧Ｖｉｎｉを与える機能を有する。
【００７６】
　スイッチ２０５は、ＥＬアノード電源線８１と駆動トランジスタ２０２のドレインとの
導通及び非導通を切り換える第２スイッチ素子であり、例えばＮＭＯＳトランジスタであ
る。スイッチ２０５は、駆動トランジスタ２０２のドレインに電位Ｖｔｆｔを与える機能
と、駆動トランジスタ２０２の閾値電圧Ｖｔｈの検出を行わせる機能を有する。
【００７７】
　なお、スイッチ２０３～２０６は、ｎ型ＴＦＴとして説明を行うが、ｐ型ＴＦＴであっ
てもよく、また、ｎ型ＴＦＴとｐ型ＴＦＴとが混在して用いられてもよい。
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【００７８】
　参照電源線６０は、容量素子２１０の第１電極の電圧値を規定する参照電圧Ｖｒｅｆを
供給する。具体的には、参照電源線６０は、可変電圧源５０と複数の画素２００とを電気
的に接続し、可変電圧である参照電源電圧を参照電圧Ｖｒｅｆとして複数の画素２００に
伝達する。ＥＬアノード電源線８１は、駆動トランジスタ２０２のドレインに駆動電位を
供給するための駆動電源線である。ＥＬカソード電源線８２は、有機ＥＬ素子２０１のカ
ソードに接続された低電圧側電源線である。初期化電源線９３は、駆動トランジスタ２０
２のソース及び容量素子２１０の第２電極の電圧を初期化する電源線である。
【００７９】
　また、参照電圧Ｖｒｅｆと初期化電圧Ｖｉｎｉとの電位差は、駆動トランジスタ２０２
の最大閾値電圧よりも大きな電圧に設定される。
【００８０】
　データ線駆動回路４０は、制御回路１０で生成された制御信号に基づいて、データ線９
５を駆動する。より具体的には、データ線駆動回路４０は、映像信号および水平同期信号
に基づいて、各画素回路にデータ信号電圧を出力する。
【００８１】
　走査線駆動回路３０は、制御回路１０で生成された制御信号に基づいて、走査線９１、
参照電圧制御線９２、発光制御線９６及び初期化制御線９４を駆動する。より具体的には
、走査線駆動回路３０は、垂直同期信号および水平同期信号に基づいて、各画素回路に走
査信号、参照電圧制御信号、イネーブル信号及び初期化信号を、少なくとも画素行単位で
出力する。
【００８２】
　なお、表示装置１は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎ
ｉｔ）、制御プログラムを格納したＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）などの
記憶媒体、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などの作業用メモリ、
および通信回路を有するとしてもよい。
【００８３】
　参照電源線６０は、上述したように画素２００に対応して有機ＥＬ表示部２０上に配線
されており、さらに、有機ＥＬ表示部２０の外周部で束ねられ、これらの配線は互いに電
気的に接続されている。
【００８４】
　可変電圧源５０は、有機ＥＬ表示部２０に向けて可変電圧を出力する可変電源であり、
画素２００に対応して配置された参照電源線６０に参照電圧を供給するための可変電源で
ある。可変電圧源５０は、有機ＥＬ表示部２０の外周部に配線された参照電源線６０と接
続配線を介して接続されている。接続配線は、抵抗成分６５を有しているため、可変電圧
源５０から各画素２００へ電流が流れることにより接続配線にて電圧降下が発生する。こ
れにより、各画素２００において電流負荷が発生した場合、各画素２００に印加される参
照電圧Ｖｒｅｆは、抵抗成分６５による電圧降下により、可変電圧源５０が出力する可変
電圧である参照電源電圧よりも小さくなる。
【００８５】
　ここで、本実施の形態に係る可変電圧源５０は、垂直ブランキング期間の駆動タイミン
グに応じて発生し得る参照電圧Ｖｒｅｆの変動を相殺する参照電源電圧を出力する制御部
を備えている。より具体的には、可変電圧源５０は、参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆ
を計測する計測部を備え、当該計測部で計測された参照電圧Ｖｒｅｆに基づいて調整した
可変電圧である参照電源電圧を出力する。
【００８６】
　これにより、垂直ブランキング期間により容量素子の充電期間が変動しても、参照電源
線６０の電圧を安定させることが可能となる。よって、垂直ブランキング期間が設けられ
た行順次走査方式においても、表示ムラを抑制することが可能となる。
【００８７】
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　なお、上記計測部を備える制御部は、可変電圧源５０が備えなくてもよく、例えば、制
御回路１０が備えてもよい。この場合には、制御回路１０は、制御回路１０が調整した参
照電源電圧を可変電圧源５０に出力させればよい。
【００８８】
　［２．表示装置の駆動方法］
　次に、本実施の形態に係る表示装置の駆動方法について、図３Ｂ、図８及び図９を参照
しながら説明する。
【００８９】
　図８は、実施の形態１に係る表示装置の駆動方法を説明する動作フローチャートである
。また、図９は、実施の形態１に係る表示装置の駆動方法を説明するタイミングチャート
である。
【００９０】
　なお、本実施の形態に係る表示装置１は、行順次走査するシーケンスにより駆動される
。より具体的には、表示装置１では、図１Ａ－図２Ｃに示されたプログレッシブ駆動方式
により、初期化動作、Ｖｔｈ（閾値電圧）検出動作、書込み動作、及び発光動作がそれぞ
れ行順次に実行される。以下、図３Ｂに示された期間ａ～ｊに従って説明していくが、前
述した従来の駆動方法と同じ点は説明を省略することがある。ここでは、前述した従来の
駆動方法と異なる同じ点、つまり、本実施の形態に係る表示装置の駆動方法の特徴的な部
分を中心に説明する。
【００９１】
　［２－１．期間ａ］
　期間ａにおいて、走査線駆動回路３０は、初期化制御線９４の電圧レベルをＬＯＷから
ＨＩＧＨに変化させることにより、スイッチ２０６のみを導通状態とする。これにより、
駆動トランジスタ２０２のソース電位を安定させる（駆動トランジスタ２０２のソース電
位を初期化電圧Ｖｉｎｉに設定する）。
【００９２】
　［２－２．期間ｂ］
　次に、期間ｂにおいて、走査線駆動回路３０は、参照電圧制御線９２の電圧レベルをＬ
ＯＷからＨＩＧＨに変化させることにより、スイッチ２０４を導通状態とする。これによ
り、参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆが、容量素子２１０に充電される。
【００９３】
　ここで、図７に示すように可変電圧源５０が参照電源線６０に接続されていることによ
り、可変電圧源５０は、有機ＥＬ表示部２０の参照電源線６０の電圧である参照電圧Ｖｒ
ｅｆを計測している（図８におけるＳ１０）。
【００９４】
　なお、期間ｂは、容量素子２１０の第１電極及び第２電極の電位が所定電位になるまで
の長さ（時間）に設定される。これにより、駆動トランジスタ２０２のゲート－ソース間
電圧は、閾値電圧検出動作を行うのに必要な初期ドレイン電流を確保できる電圧に設定さ
れる。
【００９５】
　しかしながら、プログレッシブ駆動方式に基づいた初期化動作、Ｖｔｈ（閾値電圧）検
出動作、書込み動作、及び発光動作の行順次シーケンスでは、垂直ブランキング期間の発
生タイミングにより、初期化期間に割り当てられる走査行数が異なる場合がある。
【００９６】
　例えば、図２Ａのように、初期化期間内にブランキング行（仮想行）を走査する場合に
は、初期化走査行１６２行のうち９３行がブランキング期間に割り当てられることとなり
、初期化期間に割り当てられる走査行数は実質的に６９行分となる。一方、図２Ｂのよう
に、Ｖｔｈ検出期間内にブランキング行（仮想行）を走査する場合には、Ｖｔｈ検出走査
行４００行のうち９３行がブランキング期間に割り当てられることとなり、初期化期間に
割り当てられる走査行数は変動せず１６２行分である。また、図２Ｃにように、発光期間
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内にブランキング行（仮想行）を走査する場合には、発光行１６９０行のうち９３行がブ
ランキング期間に割り当てられることとなり、初期化期間に割り当てられる走査行数は変
動せず１６２行分である。
【００９７】
　つまり、初期化期間中の走査行数に着目した場合、垂直ブランキング期間により、ある
一定の期間において、初期化を行っている走査行数が変動する。
【００９８】
　これにより、従来の表示装置の駆動方法では、図４Ａ及び図４Ｂに示したように、上記
期間ｂにおける充電期間において、充電電流が１６２行の走査期間流れた場合には、例え
ば、有機ＥＬ表示部２０内及びその外周部の参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆは４．０
Ｖとなる。一方、充電電流が６９行の走査期間しか流れない場合には、充電期間が十分で
ないため電圧降下量が小さく、上記参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆは４．２Ｖとなる
。
【００９９】
　つまり、ブランキング期間が初期化期間以外に含まれている場合には、参照電圧Ｖｒｅ
ｆは４．０Ｖであるが、ブランキング期間が初期化期間に含まれている場合には、参照電
圧Ｖｒｅｆは４．２Ｖとなり、有機ＥＬ表示部２０内及びその外周に設けられた参照電源
線６０の参照電圧Ｖｒｅｆが変動してしまう。
【０１００】
　これに対して、本実施の形態に係る表示装置の駆動方法では、可変電圧源５０は、図９
の上段に示された表示パネルの参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆを計測している（図８
におけるＳ１２のＮ）。
【０１０１】
　可変電圧源５０は、表示パネルの参照電圧Ｖｒｅｆが、４．０Ｖから変動したことを計
測した場合（図８におけるＳ１２のＹ）、可変電圧源５０が出力する参照電源電圧を変更
する（図８におけるＳ１４）。具体的には、可変電圧源５０は、表示パネルの参照電圧Ｖ
ｒｅｆが４．０Ｖから４．２Ｖへ変動したことを検知すると、図９の下段に示されるよう
に、参照電源の電圧を、４．４Ｖから４．２Ｖへ変更して出力する。これにより、期間ｂ
においても、表示パネルの参照電圧Ｖｒｅｆが４．０Ｖに維持される。
【０１０２】
　［２－３．期間ｃ］
　期間ｃは、前述した従来の表示装置の駆動方法と同様なので、説明を省略する。
【０１０３】
　上記期間ａ～ｃは、駆動トランジスタ２０２のＶｔｈ検出期間においてドレイン電流を
流すのに必要な電圧を容量素子２１０に充電する初期化期間である。言い換えると、スイ
ッチ２０４を行順次に導通状態とすることにより、容量素子２１０に参照電源線６０から
参照電圧Ｖｒｅｆを行順次に充電することで、容量素子２１０を行順次に初期化する初期
化期間である。
【０１０４】
　［２－４．期間ｄ～ｆ］
　期間ｄ～ｆは、前述した従来の表示装置の駆動方法と同様なので、説明を省略する。
【０１０５】
　上記期間ｄ～ｆは、スイッチ２０４を導通状態としたままでスイッチ２０５を行順次に
導通状態とすることにより、容量素子２１０に駆動トランジスタ２０２の閾値電圧Ｖｔｈ
を行順次に検出させ保持させる閾値電圧検出期間である。
【０１０６】
　［２－５．期間ｇ～ｈ］
　期間ｇ～ｈは、前述した従来の表示装置の駆動方法と同様なので、説明を省略する。
【０１０７】
　上記期間ｇ～ｈは、スイッチ２０４及びスイッチ２０５を非導通状態としたままでスイ
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ッチ２０３を行順次に導通状態とすることにより、データ線９５からデータ信号電圧を複
数の画素２００に行順次に書き込む書込み期間である。
【０１０８】
　［２－６．期間ｉ］
　期間ｉは、前述した従来の表示装置の駆動方法と同様なので、説明を省略する。
【０１０９】
　期間ｉは、スイッチ２０３及びスイッチ２０４を非導通状態としたままでスイッチ２０
５を行順次に導通状態とすることにより、複数の画素２００を行順次に発光させる発光期
間である。
【０１１０】
　以上、本実施の形態に係る表示装置１の駆動方法によれば、上記初期化期間がブランキ
ング期間を含むことで当該初期化期間における容量素子２１０の充電期間に割り当てられ
る走査行数が減少することにより発生し得る参照電圧Ｖｒｅｆの変動を相殺する参照電源
電圧を可変電圧源５０から出力させる。言い換えれば、有機ＥＬ表示部２０内及び外周部
に設けられた参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆが常に一定（＝４．０Ｖ）となるように
、参照電源線６０に参照電圧Ｖｒｅｆ計測点を設け、当該計測点にて計測された参照電圧
値を可変電圧源５０にフィードバックする。
【０１１１】
　これにより、垂直ブランキング期間により容量素子の充電期間が変動しても、図５Ｂ及
び図６に示されたような参照電圧Ｖｒｅｆの変動は起こらず、参照電源線６０の電圧を安
定させることが可能となる。よって、垂直ブランキング期間が設けられた行順次走査方式
においても、表示ムラを抑制することが可能となる。
【０１１２】
　（実施の形態２）
　実施の形態１に係る表示装置１では、参照電源線６０に参照電圧Ｖｒｅｆを計測する計
測点を設け、当該計測点にて計測された参照電圧値を可変電圧源５０にフィードバックす
ることにより、参照電源線６０の電圧を安定させている。
【０１１３】
　これに対して、実施の形態２では、参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆが常に一定（＝
４．０Ｖ）となるように、映像信号及び垂直ブランキング期間の駆動タイミングを予め取
得して参照電圧Ｖｒｅｆの変動タイミング及び変動期間を予め演算して参照電圧Ｖｒｅｆ
を調整することにより、参照電源線６０の電圧を安定させている。以下、実施の形態２に
係る表示装置２について、図面を参照しながら説明する。
【０１１４】
　［１．表示装置の構成］
　図１０は、実施の形態２に係る表示装置の構成を示すブロック図である。同図に示す表
示装置２は、制御回路１１と、有機ＥＬ表示部２０と、走査線駆動回路３０と、データ線
駆動回路４０と、可変電圧源５０と、参照電源線６０と、タイミング演算回路７５と、電
圧演算回路７６と、メモリ７７とを備える。本実施の形態に係る表示装置２は、実施の形
態１に係る表示装置１と比較して、制御回路１１の制御動作及びタイミング演算回路７５
、電圧演算回路７６及びメモリ７７が付加されている点が構成として異なる。以下、実施
の形態１に係る表示装置１及びその駆動方法と同じ点は説明を省略し、異なる点を中心に
説明する。
【０１１５】
　タイミング演算回路７５は、制御回路１１から垂直ブランキング期間の駆動タイミング
を予め取得し、当該取得した駆動タイミングに基づいて、参照電圧Ｖｒｅｆの変動タイミ
ング及び変動期間を演算する演算部である。タイミング演算回路７５は、演算した参照電
圧Ｖｒｅｆの変動タイミング及び変動期間を演算信号として可変電圧源５０へ出力する。
具体的には、参照電圧Ｖｒｅｆの変動タイミング及び変動期間は、表示行数、初期化期間
、Ｖｔｈ検出期間、書込み期間、発光期間、及びブランキング期間に応じて計算される
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　電圧演算回路７６は、メモリ７７に記憶された映像信号及び垂直ブランキング期間の駆
動タイミングを予め取得し、当該取得した映像信号及び駆動タイミングに基づいて、参照
電圧Ｖｒｅｆの変動量を演算する演算部である。電圧演算回路７６は、参照電圧Ｖｒｅｆ
の変動量を演算信号として可変電圧源５０へ出力する。具体的には、参照電圧Ｖｒｅｆの
変動量は、参照電源の電圧(デフォルト値)と、前のフレームの映像信号、初期化期間、及
びブランキング期間に応じて計算される。
【０１１６】
　メモリ７７は、映像信号及び垂直ブランキング期間の駆動タイミングを記憶する。
【０１１７】
　可変電圧源５０は、タイミング演算回路７５及び電圧演算回路７６から出力された演算
信号により、可変電圧である参照電源電圧を調整して出力する。
【０１１８】
　ここで、本実施の形態に係るタイミング演算回路７５、電圧演算回路７６及び可変電圧
源５０は、垂直ブランキング期間の駆動タイミングに応じて発生し得る参照電圧Ｖｒｅｆ
の変動を相殺する参照電源電圧を出力する制御部を構成している。
【０１１９】
　これにより、垂直ブランキング期間により容量素子の充電期間に割り当てられる走査行
数が変動しても、参照電源線６０の電圧を安定させることが可能となる。よって、垂直ブ
ランキング期間が設けられた行順次走査方式においても、表示ムラを抑制することが可能
となる。
【０１２０】
　なお、タイミング演算回路７５及び電圧演算回路７６は、例えば、制御回路１１が備え
てもよい。この場合には、制御回路１１は、制御回路１１が演算した参照電圧Ｖｒｅｆの
変動タイミング及び変動期間と、参照電圧Ｖｒｅｆの変動量とを演算信号として可変電圧
源５０に出力すればよい。
【０１２１】
　［２．表示装置の駆動方法］
　次に、本実施の形態に係る表示装置の駆動方法について、図３Ｂ及び図１１を参照しな
がら説明する。
【０１２２】
　図１１は、実施の形態２に係る表示装置の駆動方法を説明する動作フローチャートであ
る。
【０１２３】
　なお、本実施の形態に係る表示装置では、図１Ａ－図２Ｃに示されたプログレッシブ駆
動方式により、初期化動作、Ｖｔｈ（閾値電圧）検出動作、書込み動作、及び発光動作が
それぞれ行順次に実行される。以下、図３Ｂに示された期間ａ～ｊに従って説明していく
が、前述した従来の駆動方法と同じ点は説明を省略することがある。ここでは、前述した
従来の駆動方法と異なる同じ点、つまり、本実施の形態に係る表示装置の駆動方法の特徴
的な部分を中心に説明する。
【０１２４】
　［２－１．期間ａ］
　期間ａは、実施の形態１に係る表示装置の駆動方法と同様なので、説明を省略する。
【０１２５】
　ここで、タイミング演算回路７５及び電圧演算回路７６は、制御回路１１及びメモリ７
７から入力された映像信号及び垂直ブランキング期間の駆動タイミングに基づいて、予め
初期化期間内に垂直ブランキング走査するタイミング及び変動期間と参照電圧Ｖｒｅｆの
変動量とを演算する（図１１におけるＳ２０）。より具体的には、タイミング演算回路７
５及び電圧演算回路７６は、スイッチ２０４が行順次に導通状態となり容量素子２１０に
参照電源線６０から参照電圧Ｖｒｅｆが充電されている期間が垂直ブランキング期間によ
り短縮されるタイミング及び期間と参照電圧Ｖｒｅｆの変動量とを予め演算する。
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　なお、上記ステップＳ２０は、期間ａにおいて実行される必要はなく、後述する初期化
期間が開始されるまでに実行されればよい。
【０１２７】
　ここで、ステップＳ２０における、垂直ブランキング走査するタイミング及び変動期間
と、参照電圧Ｖｒｅｆの変動量との演算について、具体例を示す。
【０１２８】
　図１２Ａは、走査時刻と静止画像状態との関係を表す図であり、図１２Ｂは、参照電圧
の制御タイミングを示す図である。ここで、図１２Ａ及び図１２Ｂにおいて、“Ｈ”は、
水平走査期間を表す。例えば、パネル駆動周波数６０Ｈｚ、表示行数１２６０行、ブラン
キング行数９３行の場合、１Ｈは、（１秒／６０Ｈｚ）／（２１６０行＋９３行）＝７．
３９８マイクロ秒となる。また、図１２Ａにおいて、以下のように各時刻を定義する。時
刻Ｔ０は、初期化の最後の行が１行目となるタイミングである。時刻Ｔ２は、表示行数（
２１６０Ｈ）－初期化期間（１６２Ｈ）となるタイミングである。また、時刻Ｔ３は、表
示行数＋ブランキング期間（２２５３行）－ 初期化期間（１６２Ｈ）となるタイミング
である。また、時刻Ｔ４は、表示行数（２１６０Ｈ）となるタイミングである。
【０１２９】
　また、初期化動作が行われる前のフレームにおける、データ信号電圧をＶｄａｔａ（Ｖ
）、参照電源電圧をＶｒｅｆｏｕｔ（Ｖ）、１行あたりの画素数をＮｕｍＨ（個）(本例
では３８４０画素)、初期化期間をＴｉｎｉ（秒） (本例では１６２Ｈ)、ブランキング期
間をＴｂｌｎｋ（秒）(本例では９３Ｈ)とする。
【０１３０】
　この場合、初期化動作が行われる前のフレームで、容量素子２１０に書込まれていた電
圧Ｖｃ１は、以下の式１で表される。
【０１３１】
【数１】

【０１３２】
　この電圧Ｖｃ１が、初期化動作により、以下の式２で表された電圧Ｖｃ２へと初期化さ
れる。
【０１３３】
【数２】

【０１３４】
　ここで、Ｑ＝ＣＶより、初期化時に１画素の容量素子２１０に充電される電荷量Ｑｐｉ
ｘは、以下の式３となる。
【０１３５】
【数３】

【０１３６】
　これより、１行辺りの初期化に必要な電荷量Ｑｌｉｎｅは、ｋ列目の画素の電荷量をＱ
ｐｉｘ＿ｋとすると、以下の式４となる。
【０１３７】



(21) JP 2016-9135 A 2016.1.18

10

20

30

40

50

【数４】

【０１３８】
　また、初期化動作を行っている行数は、Ｔｉｎｉ／Ｈ（本）なので、パネル全体として
、初期化時に必要な電荷量Ｑｐａｎｅｌは、ｍ行目の電荷量ＱｌｉｎｅをＱｌｉｎｅ＿ｍ
とすると、以下の式５となる。
【０１３９】

【数５】

【０１４０】
　ここで、Ｉ＝ｄＱ／ｄｔより、初期化時に流れる電流Ｉは、以下の式６となる。
【０１４１】
【数６】

【０１４２】
　よって、参照電源と参照電源線６０との間の配線抵抗Ｒｒｅｆによる電圧降下量Ｖｄｒ
ｏｐは、以下の式７となる。
【０１４３】
【数７】

【０１４４】
　これより、参照電圧Ｖｒｅｆは、以下の式８となる。
【０１４５】
【数８】

【０１４６】
　ところが、上記の時刻Ｔ２～Ｔ５のタイミングでは、初期化動作を行っている行数がＴ
ｉｎｉ／Ｈ（本）から変動するので、初期化時に流れる電流が変動してしまう。例えば、
時刻Ｔ３のタイミングでの初期化電流について考えると、初期化期間中の行数は、（Ｔｉ
ｎｉ－Ｔｂｌｎｋ）／Ｈ（本）となるので、この時に必要となる電荷量Ｑｐａｎｅｌ’は
、以下の式９のように表される。
【０１４７】
【数９】

【０１４８】
　上記式５及び式９より、初期化電流の変動量ΔＩは以下の式１０のようになる。
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【０１４９】
【数１０】

【０１５０】
　よって、参照電源線６０の電圧変動量ΔＶｒｅｆは、以下の式１１となる。
【０１５１】

【数１１】

【０１５２】
　上記のアルゴリズムに従い、参照電源の出力電圧Ｖｒｅｆｏｕｔを変化させればよい。
【０１５３】
　［２－２．期間ｂ］
　次に、期間ｂにおいて、走査線駆動回路３０は、参照電圧制御線９２の電圧レベルをＬ
ＯＷからＨＩＧＨに変化させることにより、スイッチ２０４を導通状態とする。これによ
り、参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆが、容量素子２１０に充電される。
【０１５４】
　なお、期間ｂは、容量素子の第１電極及び第２電極の電位が所定電位になるまでの長さ
（時間）に設定される。これにより、駆動トランジスタ２０２のゲート－ソース間電圧は
、閾値電圧補償動作を行うのに必要な初期ドレイン電流を確保できる電圧に設定される。
【０１５５】
　しかしながら、プログレッシブ駆動方式に基づいた初期化動作、Ｖｔｈ（閾値電圧）検
出動作、書込み動作、及び発光動作の行順次シーケンスでは、垂直ブランキング期間の発
生タイミングにより、初期化期間に割り当てられる走査行数が異なる場合がある。
【０１５６】
　例えば、図２Ａのように、初期化期間内にブランキング行（仮想行）を走査する場合に
は、初期化走査行１６２行のうち９３行がブランキング期間に割り当てられることとなり
、初期化期間に割り当てられる走査行数は実質的に６９行分となる。一方、図２Ｂのよう
に、Ｖｔｈ検出期間内にブランキング行（仮想行）を走査する場合には、Ｖｔｈ検出走査
行４００行のうち９３行がブランキング期間に割り当てられることとなり、初期化期間に
割り当てられる走査行数は変動せず１６２行分である。また、図２Ｃにように、発光期間
内にブランキング行（仮想行）を走査する場合には、発光行１６９０行のうち９３行がブ
ランキング期間に割り当てられることとなり、初期化期間に割り当てられる走査行数は変
動せず１６２行分である。
【０１５７】
　つまり、初期化期間中の走査行数に着目した場合、垂直ブランキング期間により、ある
一定の期間において、初期化を行っている走査行数が変動する。
【０１５８】
　これにより、従来の表示装置の駆動方法では、図４Ａ及び図４Ｂに示したように、上記
期間ｂにおける充電期間において、充電電流が１６２行の走査期間流れた場合には、例え
ば、有機ＥＬ表示部２０内及びその外周部の参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆは４．０
Ｖとなる。一方、充電電流が６９行の走査期間しか流れない場合には、充電期間が十分で
ないため電圧降下量が小さく、上記参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆは４．２Ｖとなる
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。
【０１５９】
　つまり、ブランキング期間が初期化期間以外に含まれている場合には、参照電圧Ｖｒｅ
ｆは４．０Ｖであるが、ブランキング期間が初期化期間に含まれている場合には、参照電
圧Ｖｒｅｆは４．２Ｖとなり、有機ＥＬ表示部２０内及びその外周に設けられた参照電源
線６０の参照電圧Ｖｒｅｆが変動してしまう。
【０１６０】
　これに対して、本実施の形態に係る表示装置の駆動方法では、タイミング演算回路７５
及び電圧演算回路７６が、制御回路１１及びメモリ７７から入力された映像信号及び垂直
ブランキング期間の駆動タイミングに基づいて、予め参照電圧Ｖｒｅｆの変動タイミング
及び変動期間と参照電圧Ｖｒｅｆの変動量とを演算している。
【０１６１】
　可変電圧源５０は、現在駆動中の期間が、参照電圧Ｖｒｅｆの変動タイミング及び変動
期間であるか否かを判断する（図１１におけるＳ２２のＮ）。
【０１６２】
　そして、可変電圧源５０は、現在駆動中の期間が、参照電圧Ｖｒｅｆの変動タイミング
及び変動期間となった場合（図１１におけるＳ２２のＹ）、可変電圧源５０が出力する参
照電源電圧を変更する（図１１におけるＳ２４）。具体的には、可変電圧源５０は、現在
の駆動タイミングが、参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆが４．０Ｖから４．２Ｖへ変動
し得るタイミングであることを検知すると、参照電源の電圧を、４．４Ｖから４．２Ｖへ
変更して出力する。これにより、期間ｂにおいても、表示パネルの参照電圧Ｖｒｅｆが４
．０Ｖに維持される。
【０１６３】
　［２－３．期間ｃ］
　期間ｃは、実施の形態１に係る表示装置の駆動方法と同様なので、説明を省略する。
【０１６４】
　上記期間ａ～ｃは、スイッチ２０４を行順次に導通状態とすることにより、容量素子２
１０に参照電源線６０から参照電圧Ｖｒｅｆを行順次に充電することで、容量素子２１０
を行順次に初期化する初期化期間である。
【０１６５】
　［２－４．期間ｄ～ｆ］
　期間ｄ～ｆは、実施の形態１に係る表示装置の駆動方法と同様なので、説明を省略する
。
【０１６６】
　上記期間ｄ～ｆは、スイッチ２０４を導通状態としたままでスイッチ２０５を行順次に
導通状態とすることにより、容量素子２１０に駆動トランジスタ２０２の閾値電圧Ｖｔｈ
を行順次に検出させ保持させるＶｔｈ検出期間である。
【０１６７】
　［２－５．期間ｇ～ｈ］
　期間ｇ～ｈは、実施の形態１に係る表示装置の駆動方法と同様なので、説明を省略する
。
【０１６８】
　上記期間ｇ～ｈは、スイッチ２０４及びスイッチ２０５を非導通状態としたままでスイ
ッチ２０３を行順次に導通状態とすることにより、データ線９５からデータ信号電圧を複
数の画素２００に行順次に書き込む書込み期間である。
【０１６９】
　［２－６．期間ｉ］
　期間ｉは、実施の形態１に係る表示装置の駆動方法と同様なので、説明を省略する。
【０１７０】
　期間ｉは、スイッチ２０３及びスイッチ２０４を非導通状態としたままでスイッチ２０
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５を行順次に導通状態とすることにより、複数の画素２００を行順次に発光させる発光期
間である。
【０１７１】
　［３．表示装置の変形例］
　なお、上述したステップＳ２０は、必ずしも毎フレーム計算する必要はない。以下、予
め初期化期間内に垂直ブランキング走査するタイミング及び変動期間、ならびに、参照電
圧Ｖｒｅｆの変動量を演算する表示装置の別構成について説明する。
【０１７２】
　図１３は、実施の形態２の変形例１に係る表示装置の構成を示すブロック図である。同
図に示す表示装置３は、制御回路１１と、有機ＥＬ表示部２０と、走査線駆動回路３０と
、データ線駆動回路４０と、可変電圧源５０と、参照電源線６０と、電圧演算回路７６と
、メモリ７７とを備える。本変形例に係る表示装置３は、実施の形態２に係る表示装置２
と比較して、タイミング演算回路７５がない点が構成として異なる。以下、実施の形態２
に係る表示装置２及びその駆動方法と同じ点は説明を省略し、異なる点を中心に説明する
。
【０１７３】
　メモリ７７は、予め取得された映像信号と、出荷時に設定された駆動タイミングに基づ
いて演算された参照電圧Ｖｒｅｆの変動タイミング及び変動期間とを保存する。
【０１７４】
　電圧演算回路７６は、メモリ７７に保存された映像信号に基づいて、可変電圧源５０の
出力電圧値を演算する電圧演算部である。
【０１７５】
　可変電圧源５０は、電圧演算回路７６で演算された可変電圧源５０の出力値と、メモリ
７７に保存された変動タイミング及び変動期間とに基づいて調整した可変電圧を出力する
。
【０１７６】
　一般のＴＶ視聴用途では「初期化、Ｖｔｈ検出、書込み、発光」のタイミングをユーザ
ーが使用中に変える機会はほとんどないことから、出荷時に、参照電源の出力電圧Ｖｒｅ
ｆｏｕｔを変化させるタイミングは決めてしまっても構わない。これにより、フレームご
とに可変電圧源５０の制御タイミングを計算するためのタイミング演算回路を削除するこ
とが可能となる。
【０１７７】
　図１４は、実施の形態２の変形例２に係る表示装置の構成を示すブロック図である。同
図に示す表示装置４は、制御回路１１と、有機ＥＬ表示部２０と、走査線駆動回路３０と
、データ線駆動回路４０と、可変電圧源５０と、参照電源線６０と、メモリ７７とを備え
る。本変形例に係る表示装置４は、実施の形態２の変形例１に係る表示装置３と比較して
、さらに、電圧演算回路７６がない点が構成として異なる。以下、実施の形態２の変形例
１に係る表示装置３及びその駆動方法と同じ点は説明を省略し、異なる点を中心に説明す
る。
【０１７８】
　メモリ７７は、出荷時に設定された映像信号（一般的な自然画を想定した平均信号）に
基づいて演算された可変電圧源５０の出力値と、出荷時に設定された駆動タイミングに基
づいて演算された参照電圧Ｖｒｅｆの変動タイミング及び変動期間を保存する。
【０１７９】
　可変電圧源５０は、メモリ７７に保存された可変電圧源５０の出力値と、上記変動タイ
ミング及び変動期間に基づいて調整した可変電圧を出力する。
【０１８０】
　本変形例では、上記変形例１に係る表示装置３に加え、さらに、参照電源の電圧変動量
を計算するための電圧演算回路７６が削減されている。
【０１８１】
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　ここで、初期化動作が行われる前のフレームにおいて容量素子２１０に書き込まれてい
た電圧は、上記式１で表され、上記式１の電圧Ｖｃ１が、初期化動作によって、上記式２
で表される電圧Ｖｃ２に初期化される。ここで、Ｑ＝ＣＶより、初期化時に１画素の容量
素子２１０に充電される電荷量Ｑｐｉｘは、上記式３となるので、厳密には、前のフレー
ムに書き込まれていたデータ信号電圧に依存する。つまり、前のフレームの表示画像によ
って、次のフレームの初期化時に必要となる電荷量が変わる。
【０１８２】
　この場合、初期化時に必要となる電流を毎フレーム計算せねばならず、高速の演算回路
と大容量のメモリが必要となり、コストが上がる。しかしながら、一般的な自然画を視聴
するケースにおいては、フレーム毎に画面の平均データ信号電圧が大きく変動する場面は
殆ど存在しない。このため、画像に使用される平均的なデータ信号を想定して初期化電流
を計算し、その値に基づいて参照電源の出力電圧を制御すれば、十分横筋ムラが補正され
る。
【０１８３】
　この観点から、出荷時に、ＴＶ用途であれば、ＴＶ番組の平均データ電圧を用いて、参
照電源の出力電圧Ｖｒｅｆｏｕｔの変化量を計算して予め設定しても、実用上問題ない。
これにより、実施例２に係る表示装置４のように、毎フレーム、参照電源の出力電圧Ｖｒ
ｅｆｏｕｔの変化量を計算するための演算回路を削除することが可能となる。
【０１８４】
　以上、本実施の形態に係る表示装置２～４の駆動方法によれば、上記初期化期間がブラ
ンキング期間を含むことで当該初期化期間における容量素子２１０の充電期間に割り当て
られる走査行数が減少することにより発生し得る参照電圧Ｖｒｅｆの変動を相殺する参照
電源電圧を可変電圧源５０から出力させる。言い換えれば、有機ＥＬ表示部２０内及び外
周部に設けられた参照電源線６０の参照電圧Ｖｒｅｆが常に一定（＝４．０Ｖ）となるよ
うに、映像信号及び垂直ブランキング期間の駆動タイミングを予め取得して参照電圧Ｖｒ
ｅｆの変動タイミング及び変動期間と参照電圧Ｖｒｅｆの変動量とを予め演算する。そし
て、演算された参照電圧Ｖｒｅｆの変動タイミング及び変動期間と参照電圧Ｖｒｅｆの変
動量とに基づいて参照電圧Ｖｒｅｆを調整することにより、参照電源線６０の電圧を安定
させている。
【０１８５】
　これにより、垂直ブランキング期間により容量素子の充電期間に割り当てられる走査行
数が変動しても、図５Ｂ及び図６に示されたような参照電圧Ｖｒｅｆの変動は起こらず、
参照電源線６０の電圧を安定させることが可能となる。よって、垂直ブランキング期間が
設けられた行順次走査方式においても、表示ムラを抑制することが可能となる。
【０１８６】
　また、実施の形態１に係る表示装置１では、参照電源線６０から可変電圧源５０へ、参
照電圧Ｖｒｅｆを検出するための検出線を設けなければならない。これに対して、本実施
の形態に係る表示装置２～４では、上記検出線を設ける必要はなく、また、各演算回路は
制御回路１１に含ませることが可能であるので、表示領域以外の領域面積を低減できる。
【０１８７】
　以上、実施の形態１及び２に係る表示装置１～４について説明したが、表示装置１～４
は、上述した実施の形態に限定されるものではない。実施の形態１、２及びその変形例に
対して、本発明の主旨を逸脱しない範囲で当業者が思いつく各種変形を施して得られる変
形例や、表示装置１～４のいずれかを内蔵した各種機器も本発明に含まれる。
【０１８８】
　また、上記実施の形態１、２及びその変形例では、本発明に係る表示装置が有する画素
回路構成の一例を挙げたが、画素２００の回路構成は上記回路構成に限定されない。上記
実施の形態１及び２では、ＥＬアノード電源線８１とＥＬカソード電源線８２との間に、
スイッチ２０５、駆動トランジスタ２０２及び有機ＥＬ素子２０１が、この順に配置され
ている構成を例示したが、これらの３素子が異なる順で配置されていてもよい。つまり、
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本発明の表示装置は、駆動トランジスタがｎ型であってもｐ型であっても、駆動トランジ
スタ２０２のドレイン電極及びソース電極、ならびに有機ＥＬ素子２０１のアノード電極
及びカソード電極が、ＥＬアノード電源線８１とＥＬカソード電源線８２との間の電流径
路上に配置されていればよく、駆動トランジスタ２０２及び有機ＥＬ素子２０１の配置順
には限定されない。
【０１８９】
　また、上記実施の形態では、スイッチ２０３～２０６は、ゲート電極、ソース電極及び
ドレイン電極を有するＭＯＳＦＥＴであることを前提として説明してきたが、これらのト
ランジスタには、ベース、コレクタ及びエミッタを有するバイポーラトランジスタが適用
されてもよい。この場合にも、本発明の目的が達成され同様の効果を奏する。
【０１９０】
　また、上記実施の形態に係る表示装置に含まれる制御回路及び演算回路は、典型的には
集積回路であるＬＳＩとして実現される。なお、上記表示装置に含まれる制御回路及び演
算回路の一部を、有機ＥＬ表示部２０と同一の基板上に集積することも可能である。また
、専用回路又は汎用プロセッサで実現してもよい。また、ＬＳＩ製造後にプログラムする
ことが可能なＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ
）、又はＬＳＩ内部の回路セルの接続や設定を再構成可能なリコンフィギュラブル・プロ
セッサを利用してもよい。
【０１９１】
　また、上記実施の形態に係る表示装置に含まれる走査線駆動回路、データ線駆動回路、
制御回路、及び演算回路の機能の一部を、ＣＰＵ等のプロセッサがプログラムを実行する
ことにより実現してもよい。
【０１９２】
　また、上記実施の形態に係る表示装置１～４では、有機ＥＬ素子を用いた表示装置であ
る場合を例に述べたが、有機ＥＬ素子以外の発光素子を用いた表示装置に適用してもよい
。
【０１９３】
　また、例えば、実施の形態１、２及びその変形例に係る表示装置１～４は、図１５に示
されたような薄型フラットＴＶに内蔵される。上記実施の形態に係る表示装置１～４のい
ずれかが内蔵されることにより、表示ムラが抑制された高精度な画像表示が可能な薄型フ
ラットＴＶが実現される。
【産業上の利用可能性】
【０１９４】
　本発明は、特に、アクティブ型の有機ＥＬフラットパネルディスプレイに有用である。
【符号の説明】
【０１９５】
　１、２、３、４　　表示装置
　１０、１１　　制御回路
　２０　　有機ＥＬ表示部
　３０　　走査線駆動回路
　４０　　データ線駆動回路
　５０　　可変電圧源
　６０　　参照電源線
　６５　　抵抗成分
　７０　　演算回路
　７５　　タイミング演算回路
　７６　　電圧演算回路
　７７　　メモリ
　８１　　ＥＬアノード電源線
　８２　　ＥＬカソード電源線
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　９１　　走査線
　９２　　参照電圧制御線
　９３　　初期化電源線
　９４　　初期化制御線
　９５　　データ線
　９６　　発光制御線
　２００　　画素
　２０１　　有機ＥＬ素子
　２０２　　駆動トランジスタ
　２０３、２０４、２０５、２０６　　スイッチ
　２１０　　容量素子
　２１１　　容量

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２Ａ】
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